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　 ２００６年１月号

 

［ 福島県トップページ │ いわき農林トップページ ］

 

○農業・農村男女が輝くために！ 
　　　～いわき地方農業・農村パートナーシップ推進大会～

 
　１２月１日、「いわき地方農業・農村パートナーシップ
推進大会」が農業振興と農村活性化を目的に、いわき新舞
子ハイツで開催されました。 
　当日は、市内の農業者等９３名が参加し、「あなたとわ
たしの共同参画で輝く農業・農村の実現を」をテーマに意
見交換と講演が行われました。 
　意見交換は、１５のグループに分かれ、それぞれ「地域
で発揮できる私の役割」「家庭でのパートナーシップと
は」からテーマを選び行われました。意見交換の方法は、
問題点、課題、解決策をメモ用紙に書き出し、意見を図表
にして模造紙にまとめる手法を用いました。 
　メモ用紙に書き出して整理していく作業を通し、普段か
ら思っていることをどんどん出すことができ、夫婦・家族
の役割分担、後継者問題、子供の結婚問題から遊休農地問
題、集落営農まで各グループ活発な話合いがなされまし
た。その後、全体会で代表の５グループが検討内容を発表
しました。また、その他のグループの検討結果も会場に張
り出され、参加者は休み時間を活用して意見交換をしてい
ました。同じテーマでもグループによって異なった意見も
多く、これからの活動、生活の参考になる部分が多くあっ
たようです。 
　午後は、全国女性農業経営者会議会長の今井延子氏から
「パートナーシップ型農業経営」と題し、農家の嫁として
自らの経験した内容を講演していただきました。「農村女
性セミナー受講が転機となり、父親や夫の経営に意見を言
い、聞いてもらえるようになった。夫と就農した息子と家
族経営協定を結び、この講演会のような活動も協定に含ま
れている。」など、同世代の参加者は共感する部分が多い
様子でした。 
 

 

○一般課税と簡易課税、どっちが有利？ 
　　～第１回いわき農業経営セミナー

グループに分かれて意見交換会
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　１２月５日、平成１７年度第１回目のいわき農業経営セ
ミナーが県いわき合同庁舎で開催され、管内の農業者等２
３名が参加しました。 
　今回は、改正消費税について税理士の木幡仁一先生に話
して頂きました。 
　一般課税と簡易課税のどちらが有利となるのかの選択ポ
イントとして、設備投資等長期的な事業計画の必要性や課
税対象物の把握と記帳方法など、日常の記帳と計画の重要
性について具体例をあげながら分かりやすい説明を頂きま
した。 
　改正された消費税法により、新たに課税対象者となる参
加者たちは、熱心な質疑応答を行い、具体的な事例に則し
た有意義な内容となりました。 
　なお、今年度は、平成１８年１月に「直売所や任意組合
における税務」、同２月には「経営分析の方法」につい
て、セミナーを開催する予定です。  
 

 

○大豆の更なる生産拡大を目指して！　～いわき地方大豆作付実績検討会～

 
　１２月６日、いわき地方大豆作付実績検討会が三和(み
わ)町中寺のライスセンターで開催されました。 
　検討会には、生産者をはじめ、流通業者、豆腐業者を含
む２７名が出席し、実際に収穫された大豆を確認しなが
ら、大豆の生育経過や品質等について検討するとともに、
流通情勢について研修しました。 
　いわき市内では、三和(みわ)町中寺地区、渡戸地区、四
倉町白岩地区において、水田の団地２９ 
ヘクタールで大豆が生産されています。 
　本年度の大豆は、梅雨期の降雨の影響で生育が遅れるな
どの影響がありましたが、夏以降は天候に恵まれるととも
に、雑草・病害虫防除などの管理が適切に行われたため、
順調に生育しました。 
　収穫量は、中寺地区で１０アール当たり約２１０ｋｇと
平年以上の作柄となるとともに病害等による被害粒の混入
が少なく、粒の張り、充実度も良いなど、品質も良好でし
た。 
　転作団地で生産された大豆は、「いわき産大豆使用」の
豆腐として需要が高いことから、今後の生産拡大が求めら
れています。  
 

 

○おいしい福島の新米(まい)ふくみらいをどうぞ！　～「ごはんの日」ＰＲイベント～

真剣に説明に聴き入る参加者　

大豆を吟味する参加者
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　１２月８日、いわき市平城東三丁目のマルトショッピン
グセンター城東店で、「ごはんの日」ＰＲイベントを行い
ました。 
　当日は、キビタンの娘のキビィの応援を得て、「毎月８
日はごはんの日です。」「おいしい福島の新米(まい)ふく
みらいです。」と声をかけながらサンプル米(まい)を配布
して、米の消費拡大を呼びかけました。 
　５００ｇ入りのサンプル米(まい)３００袋は約３０分間
でなくなり、キビィも子供たちに大好評でした。買い物客
の反応は上々でしたが、同時に行った口頭の簡易アンケー
トでは、４３名のうち、「ごはんの日」を知っていた方は
２名（約５％）、「ふくみらい」を食べたことがある方
(かた)は７名（約１６％）という厳しい結果でした。今後
は、このようなＰＲを強化し「ごはんの日」の周知と「ふ
くみらい」の消費拡大を図っていきたいと考えています。 
 
　

 

○新しい地域農業を目指して！　～集落営農推進大会～

 
　１２月１６日、集落営農推進大会がいわき市地域担い手
育成総合支援協議会の主催で小名浜のニューうおしんにお
いて開催され、市内の農業者、農事組合長ら約２００人が
出席しました。 
　当協議会会長の庄司一郎氏（ＪＡいわき市代表理事組合
長）が「今後、地域における担い手育成と集落営農に取り
組んでいこう」とのあいさつの後、農林水産省東北農政局
の高橋信悦氏から新しい「経営所得安定対策等大綱から地
域農業を構想する」のテーマで講演をしていただきまし
た。平成１９年度に導入される「品目横断的経営安定対
策」は、集落営農を柱とした担い手に着目した政策である
ため、地域の農業や担い手の育成の重要性について理解を
深めました。 
　今後は、集落営農を着実に推進するため、当協議会の構
成機関による各種の説明会・座談会等を重畳的に開催する
予定であり、地域一丸となった取り組みが期待されます。 
 

 

○消費者・生産者・食品産業関係者が交流！　～「食」と「農」の交流会

 
　１２月１７日、いわき市総合保健福祉センターにおい
て、環境にやさしい農業や地産地消などの取組みを推進す
るとともに、消費者と生産者等の相互理解を促すため、消
費者や生産者、更には外食や流通など食品産業関係者を交
えた意見交換会を開催しました。 
　当日は、うつくしま農林水産ファンクラブ会員、うつく
しま『食』『農』サポーター、市内の消費者及び生産者、
更には食品産業関係者など４０名が参加しました。 
　はじめに、特別栽培の『コシヒカリ』やエコファーマー
栽培の『ふくみらい』などの新米、イチジクソースと米粉
パンなどを試食し、参加者からは、「『ふくみらい』は、
あっさりしていてチャーハンやカレーに合う」、「『コシ
ヒカリ』はとても美味しかった」などの意見をいただきま

 

「ごはんの日」ＰＲにキビィが大活躍！　

集落営農推進大会の様子
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した。 
　次に、「消費者の求める農産物」「食品産業関係者の求
める農産物」「環境にやさしい農業への取組み」をテーマ
に７名の参加者が事例発表を行いました。この事例発表に
基づき、意見交換を行い、参加者からは「安全で安心な農
産物をもっと作ってほしい」「できるだけ農薬は減らして
生産している。また、堆肥なども自分で作っており、農家
の努力も理解してほしい」「農家や流通関係者と交流し
て、農産物の安全・安心に対する理解が深まった」など、
沢山の意見が出され、活発で有意義な交流会となりまし
た。 
 

 

○ＪＡいわき市イチゴ部会の全会員をエコファマーに認定！

 
　１２月２８日、エコファーマー認定証交付式が、ＪＡいわき市夏井支店で行われました。今回認定されたの
は、ＪＡいわき市イチゴ部会の４６名で、平成１７年３月に認定された９名を含め、水耕栽培を除いた、土耕
栽培の全会員が認定されました。イチゴ部会全体の認定は県内で初めてのことで、更なる発展が期待されてい
ます。  
　交付式では、小山正雄いわき農林事務所長が一人一人に認定証を手渡し、「集落の模範となってエコファー
マーの輪を拡げてください。」とあいさつしました。また、交付式に参加した全員で写真を撮影し、環境にや
さしい農業に取り組む決意を新たにしました。 
 

 

○渡辺小「田んぼの学校」　その９　～「収穫祭」「正月飾りづくり」～

ファンクラブ会員による事例発表

認定されたイチゴ部会の皆さん
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　１２月９日、いわき市渡辺町で今年度９回目の「田んぼ
の学校」が開催され、渡辺小学校５年生２１名が参加し
て、「収穫祭」と「正月飾りづくり」を行いました。 
　「収穫祭」では、１年間かけて児童達が育てたもち米
（こがねもち）を使って、臼（うす）と杵（きね）で餅つ
きを行い、全校児童と地元の方々の昼食用として、約１７
０食を準備しました。杵を臼にぶつけて杵が削れたり、二
人同時に杵を振り下ろそうとするなどヒヤヒヤする場面も
ありましたが、心を込めて餅をついていました。 
　また、児童達は、餅丸めにも挑戦し、両手で丸く形を整
えるのに苦戦していました。その後、地元の方々にもお手
伝いいただき、雑煮、あんころ餅、きなこ餅、納豆餅、
じゅうねん餅、大根おろし餅の６種類を作り、全校児童に
振る舞いました。あんころ餅やきなこ餅、お雑煮が人気で
何杯もお代わりをする児童もいるほどで大変好評でした。
５年生は、他学年の児童への配膳にも活躍し、自分たちの
つくったお餅を自信たっぷりに勧めていました。 
　また、三和(みわ)町産大豆が原料のきなこ、勿来の農家
の方々の手作りあんこ、三和(みわ)町産の野菜、渡辺町産
中玉トマト・ミニトマトなどの食材の説明も行われまし
た。児童達は、地元の野菜や食材を美味しく味わいながら
説明を聞き、地産地消に理解を深めた様子でした。 
　午後は「正月飾りづくり」に挑戦しました。まずは、縄
を縒（よ）る作業を地元の方から教わりましたが、始めは
手をどう動かして良いのかわからず悪戦苦闘していまし
た。徐々に、コツをつかむと上手に縄を縒っていき、最後
には立派な正月飾りを作りました。 
　今回で現５年生の活動は終了です。次回の平成１８年１
月２４日には、引継式を兼ねた、新５年生（現４年生）の
開校式を行います！ 
 

 

 

「ヨイショ！」臼と杵を使った餅つきに奮闘

自分たちでついたお餅の味は格別！
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